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第６９号議案

豊川市精神障害者医療費支給条例の一部改正について

豊川市精神障害者医療費支給条例の一部を改正する条例を次のように定める

ものとする。

平成２８年８月２５日提出

豊川市長 山 脇 実

豊川市精神障害者医療費支給条例の一部を改正する条例

豊川市精神障害者医療費支給条例（平成８年豊川市条例第１４号）の一部を

次のように改正する。

第３条第１項第１号中「受けている者」の次に「（次号に該当する者を除

く。）」を加える。

第４条第１項中「第３条第１項第１号に該当する」を削り、「障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（平成１８年政令第１

０号）第１条の２第３号に規定する精神通院医療（以下「精神通院医療」とい

う。）」を「次の各号に掲げる受給資格者の区分に応じ、当該各号に定める医

療」に改め、同項に次の各号を加える。

⑴ 第３条第１項第１号に該当する者 障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律施行令（平成１８年政令第１０号）第１条の２

第３号に規定する精神通院医療（以下「精神通院医療」という。）

⑵ 第３条第１項第２号に該当する者 疾病又は負傷に係る医療

第４条第３項中「いう。）は」の次に「、病院、診療所、薬局その他のもの

（第３条第１項第１号に該当する者にあっては」を加え、「（以下「指定医療

機関」を「に限る。以下「医療機関等」に、「精神通院医療」を「医療（第３

条第１項第１号に該当する者にあっては、精神通院医療に限る。以下同

じ。）」に、「当該指定医療機関」を「当該医療機関等」に改める。

第５条第１項中「次の各号に掲げる受給資格者の区分に応じ、当該各号に定

める額に相当する額を」を「受給者の疾病又は負傷について、国民健康保険法

又は社会保険各法の規定による医療に関する給付が行われた場合（付加給付に
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あっては、当該給付が行われる場合を含む。）において、当該医療に関する給

付の額（その者が国民健康保険法による療養の給付を受けたときは、当該療養

の給付の額から当該療養の給付に関する同法の規定による一部負担金に相当す

る額を控除した額とする。）が当該医療に要する費用の額に満たないときは」

に、「対し、」を「対し、その満たない額に相当する額を」に改め、同項ただ

し書中「精神通院医療又は精神病床への入院治療」を「当該受給者の疾病又は

負傷」に改め、同項各号を削り、同条第３項中「指定医療機関」を「医療機関

等」に、「精神通院医療」を「医療」に改める。

第７条中「疾病」の次に「又は負傷」を加える。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２９年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の豊川市精神障害者医療費支給条例（以下「新条

例」という。）の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）

以後に受給資格者が受けた医療に関する給付から適用し、施行日前に受給資

格者が受けた医療に関する給付については、なお従前の例による。

３ 受給者証の申請及び交付の手続は、施行日前においても新条例第４条第１

項及び第２項の規定の例により行うことができる。

４ この条例の施行の際現に新条例第３条第１項第２号に該当する者について

は、当分の間、新条例第５条第１項中「受給者」とあるのは、「受給資格

者」と読み替えて同項の規定を適用する。

理 由

この案を提出するのは、精神障害者の保健の向上と福祉の増進を図るため、

精神障害者に係る医療費の支給制度を拡充する必要があるからである。


